
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 防災まちづくりの会では、現在、防災のソフト面（自助・共助）の活動

について、「イベントの開催」を検討テーマに活動中です。 巣鴨五丁目の

防災上の課題解決策や、より良い住環境の形成について、一緒に検討して

みませんか？ 

 参加すると、知らないことをたくさん知ることができて楽しいですよ！ 

本会に参加を希望される方は、下記の事務局までご連絡ください。 

第１１回防災まちづくりの会（令和 3年 3 月） 

４                                                                                                 １ 

やってみたい防災イベントについて、
検討を始めました！ 

 

１ 

巣鴨五丁目地区防災まちづくりの会 

令和４年３月発行 

今後の活動予定 

会員（委員）を募集しています 

２ 

３ 

豊島区 都市整備部 地域まちづくり課 沿道推進グループ 

TEL：03-3981-3449  FAX：03-3980-5135 

：A0050025@city.toshima.lg.jp

株式会社 双 葉 

TEL：03-3953-3265  FAX：03-3953-5071 

 

●事務局●  

 

令和２年１０月の第１０回防災まちづくりの会より、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のため、書面方式での検討を進めてきました。 

集会方式の開催再開の可能性を見据えつつ、今後も細心の注意を払

いながら、まちづくりの活動を進めてまいります。 

「防災イベント企画案」の検討について 

第 1２回防災まちづくりの会（その１：令和3年6-７月／その２：令和3年９-10月） 

第１０回防災まちづくりの会から引き続き、「近所付き合いを強めるきっかけとなるイ

ベントの開催」について、検討しました。 

第１２回防災まちづくりの会その１では「やってみたい防災イベント」について意見

を出し合い、その２で、意見から整理した９つの防災イベント企画案について意見を出

し合いました。 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、Ｗeb 会議等の安全・安心な防災まちづくりの会

の開催方法について検討しました。 

しかし、Web 会議では、機材の有無や環境により参加不可能な方がいらっしゃるこ

と、開催時の機材トラブル等不安要素が多いなどの意見が出され、「郵送による書面方

式」にて開催していくことになりました。 

９つの 

防災イベント 

企画案の詳細は 

次ページ以降に 

記載しています。 

第 1３回防災まちづくりの会（令和４年２月） 

令和２年２月から約２年ぶりに集会方式で防災まちづくりの会を開催する予定でした

が、年明けの新型コロナウイルス感染拡大の状況から、集会方式での開催を急遽中止い

たしました。 

そこで本会は書面方式に切り替え、イベントの実施に向けて、どのような企画をやっ

てみたいか、第１２回防災まちづくりの会で整理した９つの防災イベント企画案の中か

ら、もう一度委員で投票し、企画案の絞り込みを行いました。 

集会方式での 

開催は次の機会に 

なったわ 

第１３回防災まちづくりの会の結果、実施したい企画案がまとまってきました。 

次回以降の防災まちづくりの会では、この結果をもとに、防災イベントの企画内容に

ついて話し合っていきます。 

しかし、防災イベント企画について意見交換を進める一方で、開催時期については「感

染症の脅威がなくなってから」という意見が多いです。 

防災イベントが安全・安心に開催できるよう、イベント開催の方法等も慎重に議論を

重ね、自助・共助への理解が深まる有意義なイベントを開催できるよう準備を進めてま

いります。 



 

 

 

近所付き合いを強めるきっかけとなる 

イベントの開催 
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防災の自助・共助について 

                    

                
                      

                         

                           

                      

                         

                           

              

        

              

        

                

                 

         

               

       

                 

         

               

       

        
          
        

          

                   

           

                  

                   

                   

                   

           

                  

                   

                   

防災イベント企画案 

・ワクチン接種（2回）後、様子をみて ········ 20.0％ 

・感染症の脅威がなくなってから ············· 73.3％ 

・その他（withコロナ 早期実施） ············ 6.7％ 

コロナ禍の状況での開催時期について、防災まちづく

りの会の考え方は以下の表のとおり「感染症の脅威がな

くなってから」が 73.3％と最も多くなっています。 

防災イベントの開催時期については、必要とされる

感染症対策は施した上で、その時の状況を考慮しなが

ら、防災まちづくりの会の中で議論し決定していきた

いと考えています。 

防災イベントの開催時期について 

災害が起きた時、行政機関等からの支援（公助）を得ら

れるまで、自分や自分の家族を守る、また、近隣の人がお

互いに助け合って、命や地域を守る必要があります。（自

助・共助） 

防災まちづくりの会では、平時から顔の見える関係を深

め、互いに助け合える地域づくりを進めるため、「近所付

き合いを強めるきっかけとなる防災イベント企画案」を検

討しています。 

現在、会では右の９つの企画案

が出ています。 

これらの案の中から、防災イベ

ントとして開催できる企画となる

よう検討を続けてまいります。 


